
は
じ
め
に

　
福
間
良
明
著
『
戦
後
日
本
、
記
憶
の
力
学
～
「
継
承
と
い
う
断

絶
」
と
無
難
さ
の
政
治
学
～
』（
作
品
社
）
の
第
一
部
「
空
間
の
力

学
～
「
記
憶
の
場
」
の
構
築
と
齟
齬
～
」
を
紹
介
す
る
。
現
代
社

会
の
戦
争
に
関
す
る
記
憶
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
今
日
の
認

識
に
至
っ
た
か
を
、
著
者
は
靖
国
神
社
・
千
鳥
ヶ
淵
、
広
島
・
長

崎
、
沖
縄
・
摩
文
仁
、
鹿
児
島
・
知
覧
を
中
心
に
分
析
す
る
。

　
私
は
、
教
員
時
代
、
広
島
、
長
崎
、
沖
縄
の
修
学
旅
行
を
企
画
・

実
施
し
、
退
職
後
は
、
靖
国
神
社
問
題
（
靖
国
神
社
合
祀
取
消
訴
訟
、

安
倍
首
相
靖
国
参
拝
違
憲
訴
訟
の
原
告
で
あ
っ
た
）
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
同
著
は
、
私
の
関
心
事
項
と
重
な
り
、
大
変
興
味
深
か
っ
た
。

　
以
下
、
広
島
、
沖
縄
、
靖
国
神
社
の
項
の
順
に
述
べ
、「
そ
こ
で

「
継
承
」
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
幾
多
の
忘
却
を
経
た
残
滓
で
あ
る

と
も
言
え
ま
い
か
」（
九
四
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
著
者
の
提
起
を
読
み

解
き
た
い
。（
な
お
鹿
児
島
・
知
覧
は
紙
幅
の
関
係
で
省
略
す
る
。）

〈
広
島
〉

　
被
爆
遺
構
を
代
表
す
る
も
の
に
長
崎
で
は
浦
上
天
主
堂
、
広
島

で
は
原
爆
ド
ー
ム
が
あ
る
が
、
戦
後
い
ず
れ
に
も
「
遺
構
へ
の
不

快
感
」
が
存
在
し
、
保
存
に
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
。
前
者
は
撤
去

さ
れ
、
新
し
い
天
主
堂
に
建
て
替
え
ら
れ
た
。
後
者
は
保
存
さ
れ
、

平
和
記
念
公
園
建
設
と
一
体
化
し
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
化
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
広
島
の
み
に
焦
点
を
あ
て
る
。

　
広
島
に
お
い
て
も
遺
構
へ
の
違
和
感
が
当
初
強
く
、
原
爆
ド
ー

ム
撤
去
論
も
強
か
っ
た
。
遺
構
で
は
な
く
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
選
び

取
ろ
う
と
い
う
心
性
が
強
か
っ
た
と
著
者
は
言
う
。

遺
構
と
は
、
戦
災
や
そ
れ
に
伴
う
人
々
の
死
が
あ
っ
た
建
造

物
等
の
「
現
物
」
を
通
し
て
、
戦
争
の
痕
跡
を
具
体
的
に
可
視

化
さ
せ
る
も
の
を
指
す
。
原
爆
ド
ー
ム
や
旧
第
三
外
科
壕
（
沖
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縄
・
米
須
）
な
ど
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
こ
う
し
た
「
現
物
」
と
は
異
な
り
、
戦
後

新
た
に
創
ら
れ
た
記
念
碑
等
の
過
去
の
記
憶
を
抽
象
的
で
シ

ン
ボ
リ
ッ
ク
に
指
し
示
す
も
の
で
あ
る
。
広
島
・
平
和
記
念
公

園
や
沖
縄
の
各
都
道
府
県
の
慰
霊
塔
の
ほ
か
、
知
覧
・
特
攻
平

和
観
音
堂
な
ど
が
、
そ
れ
に
あ
た
る
。（
七
六
～
七
七
ペ
ー
ジ
）

　
一
九
五
二
年
八
月
六
日
、
広
島
市
で
は
原
爆
慰
霊
碑
の
除
幕
式

が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
公
的
な
八
月
六
日
の
追
悼
式
典
は
、

慰
霊
碑
前
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
和
記
念
公
園
が
整
備

さ
れ
、
慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
る
な
か
で
、
そ
の
地
が
広
島
の
記
憶

の
「
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
場
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
旧
爆
心
地
一
帯
を
美
し
く

整
備
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
最
末
端
の
被
爆
者
・
被
災
者
た
ち
や

困
窮
者
を
排
除
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

原
爆
慰
霊
碑
の
除
幕
式
で
は
、
原
爆
慰
霊
碑
と
原
爆
ド
ー
ム

の
あ
い
だ
に
横
断
幕
が
張
ら
れ
た
。
慰
霊
碑
か
ら
原
爆
ド
ー

ム
を
見
渡
せ
る
設
計
で
は
あ
っ
た
が
、
除
幕
式
当
時
は
、「
慰

霊
碑
の
後
ろ
か
ら
ド
ー
ム
ま
で
ぎ
っ
し
り
バ
ラ
ッ
ク
が
建
っ

て
い
」
た
。
横
断
幕
は
、
式
典
を
行
う
慰
霊
碑
前
広
場
か
ら
バ

ラ
ッ
ク
を
覆
い
隠
す
べ
く
張
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。（
中

略
）
そ
こ
に
は
、
原
爆
の
遺
構
・
遺
物
に
加
え
て
、
最
末
端
の

被
爆
者
・
被
災
者
た
ち
が
住
ま
う
「
醜
い
バ
ラ
ッ
ク
」
を
も
排

除
す
る
力
学
が
つ
き
ま
と
っ
た
。（
七
九
ペ
ー
ジ
）

　
広
島
で
あ
れ
、
長
崎
で
あ
れ
、「
被
爆
体
験
を
記
念
す
る
場
」
と

し
て
は
、
総
じ
て
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
重
き
を
置
か
れ
て
い
た
が
、

一
九
六
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
こ
う
し
た
状
況
に
変
化
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
端
的
に
指
し
示
す
の
が
、「
原
爆

ド
ー
ム
保
存
運
動
」
で
あ
っ
た
。
原
爆
ド
ー
ム
の
自
然
崩
壊
の
恐

れ
が
現
実
味
を
帯
び
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
六
四
年
一
二
月
に
広

島
の
一
一
市
民
団
体
が
市
長
に
原
爆
ド
ー
ム
永
久
保
存
の
要
請
を

し
、
六
五
年
三
月
に
丹
下
健
三
、
湯
川
秀
樹
ら
が
連
名
で
要
望
書

を
市
長
に
提
出
し
、
原
爆
ド
ー
ム
保
存
運
動
が
高
揚
し
た
。
そ
し

て
六
六
年
七
月
に
広
島
市
議
会
は
原
爆
ド
ー
ム
の
保
存
を
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
六
〇
年
代
後
半
の
ベ
ト
ナ
ム
反

戦
運
動
、
沖
縄
返
還
運
動
等
の
反
戦
運
動
の
影
響
が
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
な
か
、
広
島
の
記
憶
が
想
起
さ
れ
、
被
爆
体
験
記
の
刊
行

が
急
増
し
た
。
こ
の
過
程
で
原
爆
ド
ー
ム
を
「
被
爆
都
市
広
島
を

表
徴
す
る
記
念
聖
堂
」「
世
界
に
お
け
る
類
例
の
な
い
文
化
財
」
と

す
る
見
方
が
広
が
っ
た
。

　
だ
が
原
爆
ド
ー
ム
保
存
工
事
に
よ
っ
て
、
壁
の
裂
け
目
は
埋
め

ら
れ
、
壁
の
傾
き
は
補
正
さ
れ
た
。
二
二
年
の
間
に
堆
積
し
た
コ

ケ
や
ご
み
も
、
す
べ
て
除
去
さ
れ
た
。
だ
が
、
英
文
学
者
で
広
島

大
学
助
教
授
の
松
元
寛
は
、
そ
こ
に
「
風
化
」
の
端
緒
を
つ
ぎ
の

よ
う
に
読
み
取
っ
て
い
た
。
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（
前
略
）
そ
の
風
化
を
防
ぐ
た
め
に
最
新
の
薬
剤
で
補
強
し
た

の
で
あ
っ
た
が
、
風
化
が
中
絶
す
る
と
同
時
に
、
ド
ー
ム
は
突

然
そ
の
生
命
を
失
っ
た
よ
う
に
私
に
は
見
え
た
の
だ
。
／
本

質
的
に
言
え
ば
、
補
強
工
事
と
同
時
に
、
ド
ー
ム
は
全
く
別
の

ド
ー
ム
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
一
九
四
五
年
八
月
六
日

の
体
験
の
遺
跡
と
し
て
の
意
味
は
失
わ
れ
て
、
そ
れ
は
戦
後

数
多
く
建
て
ら
れ
た
記
念
碑
と
同
じ
も
の
に
変
わ
っ
て
し
ま

っ
た
。
風
化
は
防
が
れ
た
の
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
促
進
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。」（
九
二
ペ
ー
ジ
）

　
遺
構
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
な
か
に
溶
け
込
み
、
一
帯
の
景
観
の

美
化
が
進
め
ら
れ
る
。
そ
こ
に
い
た
る
広
島
の
戦
後
史
は
、
い
う

な
れ
ば
、「
保
存
」
と
い
う
名
の
も
と
で
の
忘
却
が
進
む
状
況
を
示

し
て
い
た
。
遺
構
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
い
っ
た
戦
跡
は
、「
戦
争

の
記
憶
」
を
伝
え
よ
う
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
は
あ
る
。
だ
が
、
そ

こ
で
「
継
承
」
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
幾
多
の
忘
却
を
経
た
残
滓

で
あ
る
と
も
言
え
ま
い
か
、
広
島
・
長
崎
に
お
け
る
「
記
憶
の
場
」

の
戦
後
史
は
、
そ
の
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
と
著
者
は
は

結
論
づ
け
る
。

　
遺
構
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
介
し
て
の
「
戦
争
の
記
憶
」
の
形
成

と
変
容
を
鮮
や
か
に
著
者
は
示
す
。
そ
れ
は
「
幾
多
の
忘
却
を
経

た
残
滓
」
で
あ
る
と
の
指
摘
は
重
要
と
思
う
。
だ
が
一
方
、「
残

滓
」
で
あ
る
と
し
て
も
、「
遺
構
の
保
存
」、
た
と
え
ば
広
島
陸
軍

被
服
廠
を
保
存
す
る
市
民
運
動
は
、
そ
の
豊
か
な
可
能
性
を
感
じ

H
ifukusyo

さ
せ
る
。
ネ
ッ
ト
上
で
毎
月
二
回
更
新
さ
れ
る
「
 
        
ラ

ジ
オ
」
を
聞
く
と
、
若
い
人
た
ち
が
参
加
し
、
保
存
運
動
が
音
楽
、

ア
ー
ト
、
文
学
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
活
動
と
結
び
つ
き
、

豊
か
な
可
能
性
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ま
た
私
が
修
学
旅
行
等
で

お
世
話
に
な
っ
た
被
爆
者
の
方
々
が
高
齢
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ

て
い
る
今
、
原
爆
を
体
験
し
て
い
な
い
世
代
に
、
ど
う
被
爆
体
験

を
伝
え
、
若
い
世
代
が
ど
う
受
け
継
ぐ
か
が
課
題
に
な
る
。
遺
品

（
た
と
え
ば
中
澤
晶
子
氏
の
作
品
『
ワ
タ
シ
ゴ
ト
～
　
歳
の
ひ
ろ
し
ま
～
』

１４

（
汐
文
社
）
で
は
、
弁
当
箱
・
ワ
ン
ピ
ー
ス
・
靴
・
石
）
を
介
し
て
、

想
像
力
を
梃
子
に
被
爆
の
様
子
を
思
い
描
き
、「
記
憶
」
を
手
渡
す

こ
と
が
重
要
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

〈
沖
縄
〉

　
糸
満
市
摩
文
仁
の
平
和
公
園
で
は
、
毎
年
、
六
月
二
三
日
に
沖

縄
全
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
九
九
五
年
の
そ
の
日

に
は
、
沖
縄
戦
五
〇
年
を
記
念
し
て
平
和
の
礎
の
除
幕
式
が
行
わ

れ
た
。
だ
が
、
沖
縄
戦
没
者
を
追
悼
す
る
公
式
な
祭
典
は
当
初
か

ら
同
日
同
所
で
行
わ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
六
月
二
三
日
を
期
し
て

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
四
年
以
降
で
あ
る
。

で
は
、「
六
月
二
三
日
」
と
「
摩
文
仁
」
は
な
ぜ
、
時
を
同
じ
く
し
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て
沖
縄
戦
没
者
を
象
徴
す
る
時
空
間
と
な
っ
た
の
か
、
記
念
日
や

「
記
憶
の
場
」
が
創
ら
れ
る
な
か
で
、
摩
文
仁
戦
跡
は
い
か
な
る
情

念
を
物
語
る
「
メ
デ
ィ
ア
」
と
な
っ
て
い
っ
た
か
を
著
者
は
解
き

明
か
す
。

　
沖
縄
本
島
南
端
の
摩
文
仁
は
、
沖
縄
戦
末
期
の
激
戦
地
で
あ
り
、

戦
後
の
早
い
時
期
か
ら
い
く
つ
か
の
慰
霊
塔
が
建
て
ら
れ
た
。
健

児
の
塔
、
島
守
の
塔
な
ど
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

当
時
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
は
沖
縄
戦
没
者
全
体
を
象
徴
す
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
他
、
無
名
戦
没
者
の
遺
骨
を
納
め
た
魂
魄

の
塔
、
一
九
四
六
年
三
月
に
は
戦
没
女
学
校
生
徒
・
職
員
等
を
合

祀
し
た
ひ
め
ゆ
り
の
塔
が
建
て
ら
れ
た
。
ひ
め
ゆ
り
の
塔
は
映
画

『
ひ
め
ゆ
り
の
塔
』
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
参
拝

者
が
訪
れ
て
い
た
が
、
ま
だ
慰
霊
塔
の
数
は
多
く
は
な
か
っ
た
。

　
だ
が
、
一
九
六
〇
年
に
な
る
と
、
沖
縄
本
島
南
部
に
は
、
本
土

各
府
県
の
慰
霊
塔
が
急
速
に
林
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
と
に

沖
縄
守
備
軍
司
令
長
官
・
牛
島
満
が
自
決
し
た
激
戦
地
・
摩
文
仁

に
は
多
く
の
慰
霊
塔
が
建
立
さ
れ
た
。
各
県
が
互
い
に
競
い
な
が

ら
慰
霊
塔
建
立
を
進
め
る
状
況
は
、
華
美
で
大
が
か
り
な
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
を
仕
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
土
府
県
の
慰
霊
塔
建
立

ラ
ッ
シ
ュ
に
つ
な
が
っ
た
の
は
米
国
政
府（
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
）、

日
本
政
府
に
よ
る
沖
縄
へ
の
渡
航
の
規
制
緩
和
だ
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
沖
縄
観
光
の
盛
り
上
が
り
に
な
り
、
戦
友
会
や
遺
族
団
体
に

よ
る
慰
霊
観
光
を
後
押
し
し
た
。
摩
文
仁
が
沖
縄
を
代
表
す
る

「
聖
域
」
と
し
て
成
立
す
る
う
え
で
は
、
こ
れ
ら
の
府
県
碑
の
建
立

が
大
き
く
作
用
し
て
い
た
。
と
は
い
え
、
そ
れ
だ
け
で
摩
文
仁
が

沖
縄
戦
体
験
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
場
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
そ
こ
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
平
和
行
進
と

い
う
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
沖
縄
遺
族
連
合
会
青
年

部
は
、
一
九
六
二
年
六
月
二
二
日
、
那
覇
か
ら
摩
文
仁
ま
で
の
二

三
キ
ロ
を
踏
破
す
る
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
を
実
施
し
た
。
行
進

は
沖
縄
の
遺
族
の
み
な
ら
ず
、
本
土
の
日
本
遺
族
会
関
係
者
を
含

め
た
参
加
と
な
っ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
以
後
、
恒
例
化
し
、
大

規
模
化
し
た
。
か
つ
て
沖
縄
守
備
軍
が
首
里
城
地
下
の
司
令
部
壕

か
ら
摩
文
仁
へ
追
い
詰
め
ら
れ
た
逃
避
行
を
、
司
令
長
官
・
牛
島

満
の
自
決
日
に
合
わ
せ
て
身
体
的
に
「
追
体
験
」
す
る
こ
と
が
、

こ
の
行
進
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
沖
縄
メ
デ
ィ
ア
で
は

毎
年
大
き
く
行
進
を
報
道
し
た
。

擬
似
的
な
参
加
と
高
揚
の
追
体
験
を
メ
デ
ィ
ア
は
可
能
に
す

る
。
こ
れ
ら
が
相
俟
っ
て
、
行
進
の
終
着
地
で
あ
る
摩
文
仁

は
、
沖
縄
体
験
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
場
と
し
て
、
見
い
だ
さ
れ

よ
う
に
な
っ
た
。（
一
〇
七
ペ
ー
ジ
）

　
同
時
に
「
六
・
二
三
」
も
記
念
日
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

一
九
六
二
年
か
ら
、
沖
縄
守
備
軍
司
令
長
官
が
自
決
し
た
日
は
、

沖
縄
戦
の
終
結
し
た
「
慰
霊
の
日
」
と
し
て
法
定
休
日
と
さ
れ
た
。
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し
か
し
な
が
ら
、「
六
・
二
三
」
は
一
九
六
〇
年
以
前
は
、
沖
縄
メ

デ
ィ
ア
に
お
い
て
も
記
念
日
と
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
九

六
〇
年
年
代
以
降
、
記
念
日
と
し
て
見
い
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
背
景
に
は
、
沖
縄
に
お
け
る
復
帰
運
動
の
盛
り
上
が
り
が
あ
っ

た
と
著
者
は
言
う
。

　
復
帰
協
や
関
係
団
体
は
、
毎
年
、
四
月
二
八
日
と
と
も
に
六
月

二
三
日
に
大
規
模
な
県
民
大
会
を
開
い
た
。
四
月
二
八
日
は
講
和

条
約
の
発
効
に
伴
い
沖
縄
が
本
土
か
ら
切
り
捨
て
ら
れ
た
「
屈
辱

の
日
」
で
あ
り
、「
沖
縄
の
終
戦
の
日
」
で
あ
る
六
月
二
三
日
は
、

米
軍
の
沖
縄
支
配
が
始
ま
っ
た
日
で
あ
っ
た
。
戦
後
沖
縄
の
抑
圧

や
従
属
の
起
点
と
な
っ
た
日
を
直
視
し
、
状
況
打
破
へ
の
意
欲
を

掻
き
立
て
る
こ
と
が
、「
四
・
二
八
」
や
「
六
・
二
三
」
集
会
開
催

に
込
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
集
会
は
、
沖
縄
の
メ
デ
ィ
ア
で

大
き
く
取
り
扱
わ
れ
た
。

　
か
く
し
て
、
琉
球
政
府
主
催
の
戦
没
者
追
悼
式
は
一
九
六
四
年

以
降
、
摩
文
仁
丘
に
て
毎
年
「
慰
霊
の
日
」
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。「
摩
文
仁
」
と
「
六
・
二
三
」
は
、
沖
縄
戦
と
復
帰
運
動

を
思
い
出
さ
せ
る
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、
沖
縄
の
公
的
な
追
悼
式
を

行
う
に
ふ
さ
わ
し
い
時
空
間
と
し
て
創
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
だ
が
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
林
立
す
る
状
況
へ
の
違
和
感
も
し
ば

し
ば
語
ら
れ
た
。
慰
霊
塔
が
林
立
し
、
戦
跡
観
光
ブ
ー
ム
が
盛
り

上
が
る
一
方
、
死
者
へ
の
追
悼
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
状

況
に
批
判
が
み
ら
れ
た
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
慰
霊

塔
へ
の
反
感
が
さ
ら
に
露
骨
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
戦
跡

（
霊
域
）
と
観
光
の
不
調
和
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
の
な
か
で
さ
ら

に
「
反
復
帰
論
」
の
世
論
が
盛
り
上
が
り
、
そ
の
違
和
感
が
強
く

表
出
さ
れ
た
。

沖
縄
返
還
の
あ
り
方
へ
の
疑
義
が
高
ま
る
よ
う
に
な
る
と
、

摩
文
仁
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
群
は
、
し
ば
し
ば
憎
悪
の
対
象
に

な
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
発
効
時
の
み
な

ら
ず
、「
祖
国
復
帰
」
に
お
い
て
も
、
本
土
に
裏
切
ら
れ
る
こ

と
が
明
確
に
な
っ
た
と
き
、
摩
文
仁
を
媒
介
に
し
た
沖
縄
と

本
土
と
の
予
定
調
和
が
崩
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。（
一
二
二
ペ

ー
ジ
）

　
一
九
七
二
年
五
月
一
五
日
、
戦
後
二
七
年
に
し
て
沖
縄
の
日
本

復
帰
が
実
現
し
た
。
那
覇
市
民
会
館
で
は
屋
良
朝
苗
県
知
事
の
出

席
の
も
と
「
新
沖
縄
県
発
足
式
典
」
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
隣

接
す
る
与
儀
公
園
で
は
、
復
帰
協
主
催
の
「
五
・
一
五
抗
議
県
民

総
決
起
大
会
」
が
開
か
れ
、「
沖
縄
を
拠
点
に
侵
略
体
制
を
固
め
る

た
め
の
屈
辱
的
、
反
国
民
的
な
沖
縄
返
還
の
内
容
を
糾
弾
し
、
抗

議
す
る
」
と
い
う
宣
言
が
採
決
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い

て
、
摩
文
仁
の
慰
霊
塔
へ
の
反
感
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
一
九
七

五
年
六
月
に
は
、
各
県
の
慰
霊
塔
が
赤
ペ
ン
キ
で
落
書
き
さ
れ
る

と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
折
し
も
七
月
に
沖
縄
海
洋
博
覧
会
を
控
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え
、
皇
太
子
が
来
島
す
る
直
前
で
あ
っ
た
。

　
沖
縄
に
お
け
る
「
戦
争
の
記
憶
」
の
変
容
を
、
沖
縄
世
論
の
変

容
プ
ロ
セ
ス
と
そ
れ
を
動
か
す
メ
デ
ィ
ア
の
力
学
を
通
し
て
検
討

し
た
著
者
は
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
。

戦
跡
は
決
し
て
所
与
の
も
で
は
な
い
。
メ
デ
イ
ア
と
そ
の

時
々
の
社
会
状
況
が
複
雑
に
絡
み
合
い
な
が
ら
、
お
ぞ
ま
し

い
戦
禍
の
場
が
記
念
す
べ
き
も
の
と
し
て
発
見
さ
れ
る
。
摩

文
仁
と
い
う
場
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
多
様

な
意
図
や
欲
望
が
投
影
さ
れ
て
き
た
戦
後
史
に
は
、
本
土
と

沖
縄
の
ひ
ず
み
と
と
と
も
に
、
戦
跡
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
力

学
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。（
一
二
三
ペ
ー
ジ
）

　
私
の
定
年
退
職
す
る
前
年
の
最
後
の
修
学
旅
行
が
沖
縄
だ
っ
た

（
二
〇
〇
二
年
度
）。
沖
縄
の
修
学
旅
行
の
前
年
と
前
々
年
（
二
〇
〇

〇
年
度
、
二
〇
〇
一
年
度
）
の
一
年
生
、
二
年
生
の
担
任
ク
ラ
ス
と

ボ
リ
ビ
ア
の
サ
ン
ト
ス
に
あ
る
沖
縄
か
ら
の
移
住
地
の
「
オ
キ
ナ

ワ
第
一
日
ボ
学
校
」
と
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
学
校
間
交
流
を
取
り
組

み
、
作
文
等
の
交
流
を
楽
し
く
行
っ
た
。
沖
縄
の
人
々
は
、
ア
メ

リ
カ
の
占
領
時
代
の
抑
圧
の
打
破
と
困
窮
し
た
生
活
の
打
開
を

願
っ
て
、
ボ
リ
ビ
ア
に
移
民
し
た
。
移
民
後
、
苦
難
の
移
住
地
建

設
を
進
め
た
。
オ
キ
ナ
ワ
移
住
地
の
農
業
は
大
規
模
な
畑
作
（
大

豆
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
陸
稲
、
小
麦
等
）
と
肉
牛
を
主
体
と
し
た
牧
畜

か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
二
年
一
月
に
私
は
オ
キ
ナ
ワ
移

住
地
を
訪
ね
、
交
流
を
仲
介
し
て
い
た
だ
い
た
日
ボ
学
校
の
理
事

の
Ｆ
さ
ん
宅
で
お
世
話
に
な
っ
た
。
沖
縄
の
戦
後
史
を
南
米
へ
の

沖
縄
か
ら
の
移
民
の
歴
史
の
な
か
に
置
い
て
み
る
と
、
ま
た
違
っ

た
側
面
が
見
え
る
と
感
じ
た
。

〈
靖
国
神
社
〉

　
著
者
は
、
靖
国
神
社
や
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
の
戦
後
史
を
後

付
け
、「
日
本
の
戦
没
者
全
体
を
象
徴
す
る
場
」
の
社
会
的
に
成
立

し
が
た
い
状
況
が
、
い
か
に
し
て
生
み
出
さ
れ
た
か
を
検
討
す
る
。

　
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
靖
国
神
社
は
、「
公
的
な
「
英
霊
顕
彰
」

を
声
高
に
叫
ぶ
場
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
遺
族
と
死
者
と
の

ひ
っ
そ
り
と
私
的
な
会
話
を
可
能
に
す
る
場
で
あ
っ
た
」
と
著
者

は
言
う
。
そ
れ
を
靖
国
神
社
の
機
関
紙
『
社
報
靖
国
』
で
検
証
す

る
。

当
時
の
靖
国
神
社
は
、
往
事
の
戦
争
遂
行
を
全
面
的
に
肯
定

し
、
死
者
を
「
護
国
の
御
楯
」
と
し
て
顕
彰
を
す
る
と
こ
ろ
か

ら
は
、
や
や
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。（
中
略
）靖
国
は
多
く
の

顔
の
見
え
な
い
死
者
を
公
的
に
顕
彰
す
る
と
い
う
よ
り
、
顔

の
見
え
る
固
有
の
死
者
を
失
っ
た
私
的
な
悲
痛
を
想
起
さ
せ

る
場
で
あ
り
、
そ
の
ゆ
え
に
、
戦
争
批
判
や
責
任
追
及
が
わ
ず

か
な
が
ら
も
議
論
さ
れ
る
場
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
再
軍
備
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へ
の
距
離
感
も
、
こ
う
し
た
情
念
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。（
三
二
ペ
ー
ジ
）

　
だ
が
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
も
な
る
と
、
憤
り
を
帯
び
た
遺

族
の
情
念
は
『
社
報
靖
国
』
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り
、
代

わ
っ
て
「
護
国
」
や
「
殉
国
の
至
情
」
と
い
っ
た
公
的
な
語
り
口

が
前
景
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
紙
（
一
九
五
九
年
四
月
一
五
日
）
に
は「
の
び
ゆ
く
遺
児
た
ち
」

と
題
し
た
遺
児
作
文
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は

「
お
父
さ
ん
方
が
築
か
れ
た
名
誉
あ
る
御
功
績
を
き
づ
つ
け
る

事
の
な
い
日
本
国
民
と
し
て
、
お
国
の
た
め
に
尽
く
す
考
え

で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
、
戦
前
期
に
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
表
現

を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
／
そ
こ
に
は
、（
中
略
）死
者
の

な
か
に
「
名
誉
あ
る
御
功
績
」「
一
つ
の
誉
」
を
読
み
取
り
、

そ
れ
を
公
的
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
浮
か
び
上
が

っ
て
い
た
。
死
者
の
顕
彰
が
前
景
化
す
る
な
か
で
、
私
的
な

固
有
性
は
後
景
に
退
き
、
そ
こ
か
ら
遊
離
し
た
象
徴
的
で
公

的
な
語
り
口
が
前
面
に
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
戦

争
批
判
の
怨
念
の
よ
う
な
も
の
は
目
立
た
な
く
な
っ
た
。（
三

三
ペ
ー
ジ
）

　
こ
う
し
た
論
調
は
『
社
報
靖
国
』
の
随
所
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
な
ぜ
靖
国
神
社
は
力
点
を
変
え
た
の
か
。
そ
の
要
因
の
ひ

と
つ
と
し
て
「
合
祀
の
困
難
」
が
あ
っ
た
。
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
の

占
領
下
で
、
戦
死
者
の
合
祀
祭
は
禁
止
さ
れ
、
合
祀
は
止
ま
っ
て

い
た
が
、
日
本
の
独
立
後
、
公
然
と
靖
国
神
社
合
祀
が
始
ま
っ
た
。

二
〇
〇
万
人
に
及
ぶ
今
次
大
戦
の
戦
没
者
中
未
合
祀
者
は
一
七
〇

万
人
に
上
り
、「
合
祀
作
業
に
伴
う
作
業
量
や
経
費
の
膨
大
さ
が
、

国
費
に
よ
る
神
社
運
営
の
要
求
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
よ
う
」
と
著
者
は
見
る
。
そ
の
経
費
を
国
か
ら
出
さ
せ
る
た

め
に
靖
国
神
社
国
家
護
持
が
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
。

　
一
九
五
九
年
三
月
に
千
鳥
ヶ
淵
に
国
立
戦
没
者
墓
苑
が
建
設
さ

れ
た
。
墓
苑
の
建
設
計
画
は
靖
国
神
社
と
遺
骨
を
め
ぐ
る
闘
争
と

な
り
、
結
果
的
に
は
靖
国
神
社
を
政
治
主
義
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
一
九
五
二
年
五
月
に
は
政
府
主
催
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が

新
宿
御
苑
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
は
中
断

し
、
一
九
六
三
年
八
月
一
五
日
に
日
比
谷
公
会
堂
で
開
か
れ
た
が
、

一
九
六
四
年
は
靖
国
神
社
を
会
場
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ

は
信
教
の
自
由
や
政
教
分
離
を
懸
念
す
る
社
会
的
に
大
き
な
議
論

を
引
き
起
こ
し
た
。
そ
の
影
響
で
一
九
六
五
年
以
降
は
日
本
武
道

館
で
の
開
催
が
定
例
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
靖
国
神
社
の

「
固
有
の
死
者
を
悼
む
私
的
な
慰
霊
の
場
」
か
ら
「
公
的
な
政
治
主

義
の
場
」
へ
の
移
行
を
ま
す
ま
す
顕
著
に
し
た
と
著
者
は
指
摘
す

る
。
そ
の
こ
と
は
靖
国
神
社
国
家
護
持
運
動
で
さ
ら
に
強
ま
る
。

国
家
護
持
運
動
は
一
九
五
九
年
末
か
ら
日
本
遺
族
会
、
靖
国
神
社
、

自
由
民
主
党
等
保
守
系
運
動
が
中
心
と
な
り
、
一
九
六
〇
年
代
を
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通
じ
て
展
開
さ
れ
た
。
ま
た
宗
教
界
、
社
共
の
革
新
政
党
、
総
評
、

民
主
団
体
を
横
断
し
た
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
最
終
的
に
は

一
九
六
九
年
六
月
に
靖
国
神
社
国
家
護
持
法
案
は
廃
案
に
な
り
、

以
後
一
九
七
三
年
ま
で
五
度
の
国
会
提
出
と
廃
案
を
繰
り
返
し
た
。

そ
の
後
、
自
民
党
は
法
制
化
を
断
念
す
る
一
方
、
既
成
事
実
を
積

み
上
げ
を
計
っ
た
。
一
九
七
五
年
の
三
木
武
夫
首
相
の
戦
後
初
め

て
の
公
式
参
拝
か
ら
中
曽
根
康
弘
首
相
の
参
拝
等
を
経
て
、
二
〇

一
三
年
一
二
月
の
安
倍
晋
三
首
相
の
参
拝
ま
で
公
式
参
拝
が
続
い

た
。
ま
た
一
九
七
八
年
一
〇
月
に
は
靖
国
神
社
が
秋
の
例
大
祭
に

お
い
て
、
Ａ
級
戦
犯
死
刑
者
・
獄
死
者
一
四
人
を
合
祀
し
、
国

外
・
海
外
か
ら
の
強
い
批
判
に
晒
さ
れ
た
。

（
靖
国
神
社
が
）
政
治
主
義
の
渦
に
投
げ
込
ま
れ
た
こ
と
は
、

「
日
本
の
戦
没
者
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
国
民
的
な
合
意
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
政
治
主
義
化
し
た

靖
国
神
社
は
、
政
治
的
立
場
を
超
え
た
受
容
を
不
可
能
に
す

る
。
そ
れ
は
、
原
爆
ド
ー
ム
や
ひ
め
ゆ
り
の
塔
が
社
会
的
に

広
く
受
容
さ
れ
る
の
と
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
姿
で
あ
る
。

／
ア
ウ
ラ
を
帯
び
た
遺
骨
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
千
鳥
ヶ
淵
戦
没

者
墓
地
と
靖
国
神
社
）の
葛
藤
は
、
政
治
主
義
を
喚
起
し
な
が
ら
、

双
方
を
「
戦
没
者
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を

不
可
能
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。」（
六
七
ペ
ー
ジ
）〈（
　
　
）
内
の

注
記
は
松
岡
〉

　
著
者
は
、『
社
報
靖
国
』
を
分
析
し
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
靖

国
神
社
の
姿
勢
の
変
化
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
そ
れ
は
〈
死
者
の

な
か
に
「
名
誉
あ
る
御
功
績
」「
一
つ
の
誉
」
を
読
み
取
り
、
公
的

に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
〉
だ
っ
た
。
こ
れ
が
現
在
の
靖
国

問
題
の
淵
源
で
あ
る
。
私
に
引
き
寄
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
父
の
戦

死
と
再
婚
せ
ず
育
て
て
く
れ
た
母
の
苦
労
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

中
学
三
年
生
の
時
に
行
政
と
遺
族
会
が
一
体
と
な
っ
た
戦
没
者
遺

児
の
靖
国
神
社
参
拝
を
体
験
し
た
。
戦
前
は
恩
賜
財
団
軍
人
援
護

会
が
一
九
三
九
年
～
四
三
年
ま
で
毎
年
一
回
、
全
国
の
都
道
府

県
・
海
外
植
民
地
（
朝
鮮
、
台
湾
、
満
州
等
）
の
戦
没
者
遺
児
の
参

拝
を
実
施
し
た
。
そ
れ
は
戦
死
者
を
「
英
霊
」
と
し
て
合
祀
し
、

死
後
も
国
家
の
戦
争
目
的
に
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
で
は
な
か
っ
た

か
と
、
私
は
認
識
し
て
い
る
。
そ
れ
が
戦
後
も
、
一
九
五
二
年
～

一
九
六
〇
年
頃
ま
で
全
国
の
都
道
府
県
、
市
町
村
で
続
け
ら
れ
た
。

な
ぜ
戦
前
と
同
様
の
靖
国
遺
児
参
拝
が
戦
後
も
続
い
た
の
か
、
な

ぜ
そ
れ
が
戦
後
社
会
の
な
か
で
容
認
さ
れ
、
続
き
え
た
の
か
、
明

ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
第
一
部
の
み
の
紹
介
に
な
っ
た
が
、
第
二
部
「
文
化
の

力
学
～
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
と
死
者
の
情
念
～
」、
第
三
部
「
社
会
の
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力
学
～
「
無
難
さ
」
の
前
景
化
と
現
在
～
」
は
、
現
代
に
お
け
る

「
戦
争
の
記
憶
」
の
変
容
を
多
面
的
に
分
析
し
、
興
味
深
い
。
関
心

の
お
あ
り
の
方
は
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

 艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 （
靖
国
合
祀
イ
ヤ
で
す
・
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

〈
福
間
良
明
〉　
専
攻
は
歴
史
社
会
学
、
メ
デ
ィ
ア
史
。

【
関
連
図
書
】

『
焦
土
の
記
憶
～
沖
縄
・
広
島
・
長
崎
に
映
る
戦
後
～
』（
新
曜

社
）

『「
戦
跡
」
の
戦
後
史
～
せ
め
ぎ
あ
う
遺
構
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

～
』（
岩
波
現
代
全
書
）

な
ど
。
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